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中小企業の資金需要と供給の現状 1

十分な貸出が行われていない

貸出残高（兆円） DIポイント

中小企業業況判断DI

ノンバンク貸出残高

需給のギャップ

中小企業・個人事業主向けローン市場推移

（出所）中小企業庁「中小企業景況調査」、金融庁「貸金業関係資料集」より貸付残高（消費者向けを含む）



「腕のいいラーメン屋さん」が二店目を出せるのはいつ？ 2
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従来の融資の流れ 3

Photo Source: A, B,  

独自の申請書類
（日本公庫の例） 複数回の面談 信用保証協会の

審査期間（～１カ月）

１カ月待たされた挙句断
られた。結果だけでも早
く知れれば... 中小企業

経営者

保証協会の審査等で時間
がかかりすぎ、顧客の期
待に応えられない。 信金

融資担当

従来の金融機関の融資申し込みは、手間と時間がかかる



銀行から融資を受ける際に必要な書類 4

ü 3期分の財務諸表（B/S、P/L、CF計算書など）
ü 直近の試算表
ü 資金繰り表
ü 直近の金融機関取引明細書
ü 本人確認書類
ü 事業計画書
ü 会社概要
ü 代表取締役の略歴書
ü 代表取締役の資産状況がわかるもの など



レンディングの分類 5

売買や決済などのデータに基づいて審
査をする融資（主にECモール出店者に
対して行う融資）

従来の融資に代わるもの＝オルタナティブレンディング
（≒オンラインレンディング）

金融機関を介さず、貸手が借手に小規模の
融資をインターネット経由で行う、個人・
中小企業向け融資（知人や親族関係など何
らかの社会的ネットワークを必要としな
い）

知人や親族関係など何らかの社会的
ネットワークを活用した、金融融機関
を介さない融資

資産運用を行いたい投資家と資金需要
がある企業をマッチングする融資

貸手と借手をプラットフォーム上でマッチングさせる融資

トランザクションレンディング ソーシャルレンディング

融資型クラウドファンディング P2Pレンディング



新たな融資者の事例（１） 6

（出所）リクルートファイナンスパートナーズ社ウェブサイトより引用



新たな融資者の事例（２） 7

（出所）ALTOA社ウェブサイトより引用



金利ごとの借り入れ需要 8
15%以上のゾーンの融資需要も潜在的に存在

（注）件数。ALTOA社2018年11月までの実績より
（出所）ALTOA社発表資料



～30％の割引率が事業者ニーズとしては存在 9

クレディセゾン「ビジネスファンディング」

（出所）同社ウェブサイトより引用



例：PayPal Working Capital 10

• レジ等で計上される売上の一定割合
を返済原資としている。借入金額は
年商の35%が上限

• 期間に関係ない手数料が発生。
①融資金額
②売上に対する返済割合
③過去の売上実績
により手数料を判断

• 売上がない場合には返済も行われな
い。ただし、5～10%の返済を行うこ
とが原則として定められている

（出所）PayPal Working Capital画面より引用



試算 11
• 短期の与信を行う際にも、本人性の確認や、信用情報機関への照会等、固定コスト

（最低でも約3000円、変動費を除く）が発生。加えて、顧客獲得コスト等も存在
– 100万円、1ヶ月の融資の損益分岐（かろうじて損しない）年利と利息

※[]内は2ヶ月の場合。現行法上限である年利15%の場合利息は1ヶ月で1.2万、
2ヶ月で2.5万

• リスクの低い企業への貸付： 27.6％(利息分2.3万）[15.3%(2.5万)]
• リスクが中庸な企業への貸付： 33.6％(利息分2.8万）[19.8%(3.3万)]
• リスクがやや高い企業への貸付： 39.6％(利息分3.3万）[24.3％(4万)]
→健全な企業に対しての短期・少額貸付コストが見合わない
⇔例えば「期間に関わらず15%の固定手数料をもらう」といった方法では短期融資が
ビジネスとして可能になる

⇒結果として、健全な事業創出の機会が失われたり、不必要な黒字倒産が発生



現状の課題 12
• 小規模・創業期企業の企業間信用（＝運転資金）の需要を、伝統的な貸し手がカバー

することは困難

• （POS）レジ、電子商取引、予約、 SNS、クラウド化された月次決算データ等、従
来は利用困難だったものの、事業の健全性や将来収益の蓋然性を説明できる新たな
データが利用可能となっている

• 借り手の中には、金利よりも、手間の削減と時間短縮を優先するセグメントも多い。
銀行における融資申し込みの手間を省くためには、ある程度の手数料を支払ってもよ
いと考えている。多くの新興企業の事業者は素早い融資判断を可能としている。
だが、現状では素早い手続きの対価としての手数料は金利に含めざるを得ず受領が困
難。銀行側で融資に要する固定費を回収するために例えば1か月の資金需要に対して3
－6か月の融資を期間として対応するケースも多くみられる

• 事業者は類型的に個人の消費者より高い責任判断能力を有するにもかかわらず、個人
と同じ15％・18%・20%の年利を想定した制約のもとにある。即時の判断が得られる
短期融資ニーズを満たすことができない場合には、現在撲滅し切れていない、
ヤミ金融のような違法な融資サービスの利用を促してしまう面があるのではないか

→これらの事項解決に向けた調査・検討をお願いしたい
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